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【評価規準】 

・●●●● 

・●●●● 

 

・●●●● 

 

知識・ 

技能 

思考・

判断・

表現 

【単元のねらい】 

・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。知・技 

・●●●●●●●●●●●●●●●。思・判・表 

・●●●●●●●●●●●●●●●。思・判・表 

・●●●●●●●●●●●●●●●。態度 

 

【主な言語活動】 

第●時：話すこと［やり取り］の(ｱ) 

 ●●●●●●●●●●●●●●●する活動。 

第●学年 Presentation/Project指導計画【全●時間】 

単元名：Presentation/Project● ●●●● 

【●●市立●●中学校：●● ●●】 
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① オリエンテーション[L] 

 ●●●● 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

・ 

② ●●●● 

●●●● 

①Small Talk[SL] 

・“What is Japanese culture?”をトピックに，ペアで

10以上出し合う。その後全体交流をする。 

 

・ 

③④ パフォーマンステスト 

●●●● 

 

・ 

 

S1 : I am … 

 

◆言いたくても言えなかった表現を全体で

確認して指導する。Ex)面積：The area is 

about 7.7 million square kilometers. 
【Presentation/Project●とこれまでの単元とのつながり】 

 Presentation/Project●では，●●●●● 

  

S1 : I am … S1 : I am … 

  

・文字幅を 100%に戻して下さい。 

・日本語MSゴチ 10.5pt，英語 TNR10.5pt。 

・右詰め 

単元のねらい 
・日本語MS明朝 8pt，英語 TNR8pt。 

・文末に知・技，思・判・表，態度を位置付け，３つの目標に沿
って単元のねらいを設定する。 

・知・技，思・判・表，態度は一つずつとは限らない。特に，思・

判・表については「理解する」「表現する」「伝え合う」の三つ
の要素があるため，複数あることは不自然ではない。 

・従来の[話題][内容][表現方法][程度]は文言としては位置付
けないが，その視点を含めてねらいを設定する。 

主な言語活動 
・「第●時：●●ことの(ｱ)」はMSゴチ 8pt，「●●する活
動。」は日本語MS明朝 8pt，英語 TNR8pt。ちなみに半角カ

タカナは「F8」キーで変換できる。 

・新学習指導要領の「言語活動に関する事項」を参考にし
て，単元内で行われる主な言語活動について具体的に設定
する。ただし，全ての言語活動を位置付けるわけではない
ことに留意する。 

評価規準 

・日本語 MS明朝 8pt，英語 TNR8pt。 

・「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３
つの観点で評価規準を設定する。 

・「知識・技能」の文末は「～している。」or「～することができる。」，「思
考・判断・表現等」の文末は「～することができる。」，「主体的に学習
に取り組む態度」の文末は「～しようとしている。」とする。 

・単元のねらいと同様の観点で設定されているため，ねらいとほぼ同様の
文言になることはありえる。 

Presentation/Project●とこれまでの単元とのつながり 

・これまでどの単元でどのような力を育成してきた
か，また，当該 Presentation/Project の言語活動のど
の場面，もしくはどの表現において，これまでに育
成してきた力が発揮されるかについて記述する。 

テストとの関連 
・テストで測られる力をどの活動でどのように育成するかについて具体的に述べる。 

・全ての活動がテストと関連しなければならないわけではなく，主なもののみを記述すればよい。
そのため，テストとの関連がない場合は，「特記事項なし」と記述する。 

例）・活動③は情報検索問題に対応しており，広告を読んで，必要な情報を読み取る力を育成する。 

・日本語MS明朝 8pt，英語 TNR8pt。 

 

時 
・日本語MS明朝 9pt，英語 TNR9pt。 

・重点となる技能を「[●]」で記述。 

ねらい 
・日本語MS明朝 8pt，英語 TNR8pt。 

・単元のねらいのように３つの目標に沿って設

定するのではなく，基本的に従来通り「～する
活動を通して，…しながら●●することがで
きる。」という流れで記述する。 

パフォーマンステスト 
・2 時間続きでパフォ

ーマンステストを行
う場合は一つにまと
めてもよい。 

学習活動 

・日本語MS明朝 8pt，英語 TNR8pt。 

・生徒の立場で記述する。 

・項目立ては「①Small Talk[SL]」の
ように記述する。 

本時の課題 
・日本語MS明朝 8pt，英語 TNR8pt。 

・基本的に英語で記述する。 

・枠線はテキストボックス二重直線(3pt)。 

生徒の英文 
・本時到達させたい生徒の姿として具体的

に英文で記述する。 

・生徒同士が対話する場合は「S1」「S2」を
用いる。 

・英語 TNR8pt。 

・枠線はテキストボックス点線(0.75pt)。 

指導上の留意点及び個に

応じた手立て 
・指導上心がけておくべ
きことや個に応じた手
立てについて具体的に
述べる。 

・教師の立場で記述する。 

・枠線はテキストボック
ス丸四角(0.75pt)。 

・日本語 MS明朝 8pt，英
語 TNR8pt。 


